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重大事故対策 －安全にかかわる電気計装品の耐久性－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第23回ワーキング
（2023.3.29）で議論

計測装置は、事故時に想定される温度や
放射線量などに対し十分耐えられる設計
とすること、装置の測定範囲は、事故時
に想定される温度や圧力などのパラメー
タの変動の範囲を含むものとすることを
確認。

福島第一原子力発電所事故では、事故時
の高温や高線量などの厳しい環境により
計測装置で正常な測定ができなくなった
が、東海第二発電所は大丈夫なのか。

○電気・計装品の耐環境性能の検証

電気学会推奨案に基づく試験手順

○重大事故時等を考慮した計測装置の設計

• 事故時のパラメータ監視などに必要なケーブルは、日本電気協会の指針を踏まえ、以下のような
２通りの試験で、設計基準事故※時の耐環境性能を評価している。

【試験手順（CVケーブルの例）】

加速熱劣化

放射線照射（通常時・事故時）

事故時雰囲気曝露

判定

通常運転期間相当の熱劣化

通常運転期間相当及び
設計基準事故時の放射線照射

放射線を除く
設計基準事故時雰囲気曝露

屈曲浸水耐電圧試験

熱・放射線同時劣化

放射線照射（通常時・事故時）

事故時雰囲気曝露

判定

通常運転期間相当の熱・
放射線劣化

設計基準事故時の放射線照射

放射線を除く
設計基準事故時雰囲気曝露

JIS規格に基づく耐電圧試験

供試ケーブル 供試ケーブル

※設計基準事故：原子炉の安全設計において想定する事故

原子力発電所のケーブル経年劣化評価ガイド
（ACAガイド）に基づく試験手順

• 事故対処に用いる機器は、その設備の設置場所
又は保管場所に応じて、重大事故時の環境に耐
えるとともに、操作可能な設計とする。

• 計測装置の計測範囲は、通常運転時から設計基
準事故及び重大事故等に至った際のプラント状
態のパラメータの予測変動範囲を十分含むよう
に設定

• 例えば、原子炉圧力容器の圧力の計測範囲は
0~10.5メガパスカル（ゲージ圧）としており、
この値は原子炉圧力容器の最高使用圧力を十分
上回る値である。

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html

